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概要
スピーカプロテクタはスピーカを守る装置です。
スピーカにとって有害なOTLアンプなどの
オフセットズレによる直流成分をカット！
「超低周波（1Hz以下）で反応」
また、電源を入れたときに発生する
クリック、ポップ音の問題を解消するため、
電源突入時に約７秒のタイムラグを持た
せています。
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ERROR
※基板上シルク
印刷では「WAIT」

WAIT
※基板上シルク
印刷では「ERROR」

基板上シルク文字の訂正
◎ 基板上のLED1のところのシルク文字が「WAIT」に
なっていますが、「ERROR」の間違いです。

◎ 基板上のLED2のところのシルク文字が「ERROR」に
なっていますが、「WAIT」の間違いです。
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注意
BTLアンプには
使用できません。



組み立て手順：

ICソケット

IC BA10324

ハハンンダダ付付けけ

ハハンンダダ付付けけ不不要要

ICの取り付け

C1815

E C B

トタンジスタ
E=エミッタ
C=コレクタ
B=ベース
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ダイオードブリッジ

ＩＣソケット ＩＣ

凹みを下に向けて
右下が１番ピン

11
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アノード側
(+)

整流ダイオード

カソード側
(-)

マイナスの印

電解コンデンサ LEDの極性

線で伸ばしてパイロット
ランプにしてもＯＫ

足の長い方がプラス

抵抗値の見方

リレー
トランス

無極性
電解コンデンサ

極性がないタイプです

バイポーラ

注意：
C5,C6のコンデンサのシルクに
極性表示がありますが、ここでは
バイポーラを使用してください。

基板の穴径が小さいため、無理に挿入するとトランス(一次側)の内部結線が断線する
恐れがありますので注意して挿入してください。

トランスの基板挿入について：

2.　抵抗の値はカラーコードを確認してください。

3.　手順としまして、丈の低いパーツからハンダ付けします。

1.　ICソケット、IC、電解コンデンサ、ダイオード、ダイオードブリッジ、ＬＥＤ、トランジスタ
　　には向きがありますので、ハンダ付けには注意してください。
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品名 カラーコード シルク
47Ω 黄紫黒金 R18
1KΩ 茶黒赤金 R19,R20
3.3KΩ 橙橙赤金 R1,R2
8.2KΩ 灰赤赤金 R3,R4,R5,R6,R7
18KΩ 茶灰橙金 R12,R13
47KΩ 黄紫橙金 R14,R15,R16
100KΩ 茶黒黄金 R17,R21,R22
330KΩ 橙橙黄金 R8,R9,R10,R11
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接続図例：

LED2
タイムラグ機能作動中表示
※ 基板上シルク文字では
「ERROR」ですが、「WAIT」
の間違いです。

LED1 出力エラー表示
※ 基板上シルク文字では
「WAIT」ですが、「ERROR」
の間違いです。
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品質や性能に関する全てのリスク、又それに伴う一切の派生費用や修理、訂正、賠償に要する費用
は全て本機を組み立てた人自身の負担としますと同時に、間接的、付随的、あるいは結果的に生じた、
いかなる種類の損害に対しても一切責任を負えませんので、予めご了承の上ご利用ください。
また、予告なく説明書や部品の変更をする場合があります。
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